
副詞用法の形容詞句と名詞句

大石　強

0.はじめに

本稿では､副詞的に用いられる形容詞句と名詞句の分布上の特徴を検討し､

その分布と形容詞について提案されたWilliams(1982) ､ Di Sciullo and Williams

(1987)の主要部末尾フィルター(Head FinalFilter)との関係を論ずるO

副詞的に用いられる形容詞句とは､伝統的に単純形副詞(Flat Adverb)と呼ば

れるもので､次のような斜字体の形容詞句を指す｡

(D a. Don't talk daft.

b. She pays her rent regular.

c. He spoke to John sharp. Quirk et al. (1985)

副詞的に用いられる名詞句とは､ Larson(1985)が裸の名詞句副詞(Bare NP

Adverb)と呼ぶもので､ Larsonは次のような例を挙げている｡

(2) a. John arrived that moment/minute戊our/day/week/month/year.

b. John arrived the previous April/March 12th/Sunday/the Tues軸that I saw Max.

c. John will arrive sometime next week.

d. John arrived yesterday.

e. John will arrive tomorrow.

f. John arrived * (on) that occasion.

g. John arrived * (during) this vacation.
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(3)a.YouhavelivedfewplacesthatIcaredfor.

b.Youhavelived*(near ) eve7yStreetIhLn,eSeen.

C.Youhavelived*(at)somelocationnearhere.

(4)a.WewereheadedthatdL'7･eCtion.

b.*Wewereheadedthatcourse.

C.*Wewereheadedsomepath.

(5)a.Youpronounce}dmynamethatwqy.

b.*Youpronouncednynamethisfashion.

C.*Youpronouncedmynametheprescribedmanner.

裸名詞句副詞として用いられる名詞は､時間を表すものはカレンダー上の表現

や昨日､今 日､明日などの特定の表現に限られ､(2f,g)のように時間を表す表

現なら何でもよいということにはならないo同様に､場所､方向､様態を表す

裸名詞句副詞として用いられる名詞は､place,direction,wayに限定されているo

これらの他品詞の語が副詞 として用いられると､特定の位置に限定されて用

いられ､主要部末尾フィルターがその分布を制限しているのではないかという

ことを論ずる｡

1.単純形副詞

単純形副詞は､言い換えると裸の形容詞句副詞 とも言 うべきもので､動詞句

の中でⅤ'の後ろに現れる付加部であるoQuifketal.(1985)では､単純形副詞は

動詞の後ろ､あるいは､目的語がある場合は目的語の後ろの位置に限定される

と述べられている｡

(6)a.Heslowlydrovethecarintothegarage.

b.Hedrovethecarslowlyintothegarage_.

(7)a.*Heslowdrovethecarintothegarage.

b.?*Hedrovethecarslowintothegarage. Quirketal.(1985)

(7b)は容認可能性が低いが､アメリカ人のインフォーマン トはこの文を容認可
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能 としている｡(6)のように､slowlyという副詞が ｢動詞+目的語｣の前後に

現れるのに対 して､(7)のように､単純形副詞は ｢動詞+目的語｣の後ろの位

置に限定されているO次の例からも同様の制限が働いていることが分かる｡

(8)a.Jackarrivedlateattheairport.

b.Jackarrivedattheairportlate.

C.*Jacklatearrivedattheairport.

単純形副詞は､さらに､次の例のように文頭に生ずることはできないという

特徴を持つo

(9)a.*SlowKevindrovethecarintothegarage.

b.*LateJackamivedattheairport.

(9a)､(9b)は､それぞれ ｢のろまなケビン｣､｢死んだジャック｣ という意味で

あるなら容認可能となるが､動詞によって表される動作を修飾する副詞用綾は

認められない｡また､単純形副詞 として用いられる形容詞が名詞を修飾するこ

ともできることから､名詞を修飾する形容詞用法との誤解を避けるためにこの

位置では用いられないという説明は妥当でない｡次の例のように､単純形副詞

が属格の外側に位置 していることから名詞を修飾 しているとは言えない例で

も､単純形副詞は文頭に生じない｡

(10)a.Mywifedrovetotheairportfast.

b･*FastmywifedrovetothealrPOrt.

このように見てくると､単純形副詞が本来形容詞であることから､形容詞が

付加部として名詞を修飾する際に適用される主要部末尾フィルターが､動詞を

修飾する際にも働いているのではないかと思われる｡次節でこの点を検討する｡
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2.主要部末尾フィルター

williamS(1982)､DiSciulloandWilliams(1987)は､名詞前位修飾に関して次の

フィルターを提案した｡

(ll)HeadFinalFilter:Williams(1982),DiSciulloandWilliams(1987)

*lxpwXy]N y≠8

(ll)は､ある XPという句が名詞の前位修飾をする場合には､ⅩPの中で主要

部 x の後ろに要素があってはならないことを述べているOすなわち､名詞の

前位修飾要素は､その構成その中で主要部が末尾に来ていなければならないこ

とになる｡

(12)a.thelveryproud]man

b.*thelproudofhischildren]man

C.themanlproudofhischildren]

(12)では､proudを主要部 とする形容詞句を角括弧で囲んであるO この形容詞

句において､主要部 proudが末尾に来ている場合は名詞前位修飾が可能である

のに対し､末尾に来ていない場合は前位修飾が不可能であるO

前置詞句についても同様の制限で説明できる｡

(13)a.apersonlwithlonghair]

b.*alwithlonghair]person

(13b)では､前置詞句の主要部 wi血 が末尾に生 じていないので､名詞前位修飾

が許されない｡

同様に､主要部末尾フィルターが動詞を修飾する要素にも働いていると考え

られる｡ Emonds(1976)が構造保持制約の例として挙げた次の例も､主要部末尾

フィルターにより動詞前位修飾が認められないと考えることができる0
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(14)a.Germanycouldn'tbedefeatedwithconventionalarmslbysomecounbies].

b.*Germanycouldn.tbe[bysomecountries]defeatedwithconventionalams.

(14b)も､(13b)と同じように､前置詞句の主要部 byが句の末尾に来ていない

ため前位修飾が許されないと考えられる｡前置詞句は､その主要部が常に末尾

にこないため､前位修飾ができないことになる｡

同様の例は以下の通 りである｡

(15)a.Mary[veryquickly]rais¢dherhand.

b.MaryraisedherhandEveryquickly].

(16)a.Theenemydestroyedthevillagelin30minutes].

b.*Theenemy[in30minutes]destroyedthevillage.

(17)a.Theenemydestroyedthevillage[aPerthewarwasover〕.

b.*Theenemy[ajierthewarwasover]destroyedthevillage,

(15)の場合は､副詞句の中で主要部の副 詞が末尾に来ているので､前位修飾も

後位修飾も可能であるが 1､(16)､(17)では､主要部が句の末尾に来ていない

ため前位修飾が不可能であると考えられる｡

ここで注意しておかなければならないことがある｡次の例では､前置詞句が

前位修飾しているような位置に現れている｡

(18) Shehadnot,lhspiteyearsofanxiousendevour],succeededinlivingdown that

intialmistake.

しかしながら､本稿では､副詞的な要素は､Cinque(1999)で主張されているよ

うに､時間､場所､様態などの副詞を除き､すべて対応 した機能範噂の指定辞

の位置に厳密に一対一の対応をして生じていると考える 2｡動詞に対する前位

修飾と後位修飾を制限する主要部末尾フィルターが適用されるのは､Cinqueが

出来事に付随する副詞類 (Circum stantialadverbsofplace,time,manner,andthelike)3

と呼び､動詞句内で動詞の補部に後続する副詞類であると考える｡すなわち､
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これらの副詞類のみが､お互いに厳密に順序づけられておらず､付加部として

生ずることができる副詞 と考える｡ 従って､(18)の例では､副詞要素が､Cinque

が主張するように､主語よりも高い機能範噂の指定部に位置し､主語 ｡助動詞

等が移動でさらに高い機能範噂-上がったと考える｡ (18)の副詞要素が動詞句

を修飾するのではないことは､次の例からも裏付けられるO

(18) lDespiteyearsofanxiousendevour],shehadnotsucceededinlivingdownthat

intialmistake.

Quirketal.(1985)

ここで､単純形副詞が形容詞なのか副詞なのかを明らかにしておかなければ

ならない｡単純形副詞が形容詞であるならslow､lateは主要部末尾であるので､

前位用法が可能になってしまい､これは事実に反する｡確かに､次の例に見ら

れるように形容詞と類似 した特徴が見られる｡

(19)a.?Speakclear.

b.Speakloudandclear.

(20)a.*thesoldierstimid

b.thesoldierstimidorcowardly Quitketal.(1985)

(20)に見られるように､形容詞は単独では後位修飾が難 しいという事実がある｡

同様iこ､単純形副詞も語によっては単独で生ずることが難 しいという事実があ

る｡しかしながら､単純形副詞は形容詞とは異なる分布を有することから､統

語上の範噂は副詞であると考える｡また､動作を修飾することから二次述語と

は考えない｡

(21) Ddveslow.

(22)a.Mywifedrovefasttotheairport.

b.Mywifedrovetotheairportfast.
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(23)a.JackarrivedLateattheairport.

b.Jackarrivedattheairportlate.

(21)では､主語が slow ｢のろまな｣とい う解釈で使われているのではなく､動

作を修飾しているOまた､(22a)､(23a)において､単純形副 詞が主語に対する

二次述語であると解釈することは､主語 ･述語関係 (predication)の構造上の条

件 4に違反 してしまう｡ 従って､単純形副詞は形容詞でありながら副詞であ

るという次の構造を有すると考える｡

(24) [AdvP[AA]]

このように考えれば､単純形副詞は副詞句の中で主要部が末尾に来ていないこ

とになり､前位修飾が許されないことが説明されることになる｡

最後に､普通の-1y副詞であっても､補部をとると主要部が副詞句内で末尾

に来れなくなることから前位修飾が許されないとい う例を見ておく｡

(25)a.Histheorywasformed[independentlyofempiriCaldata].

b.*nstheo町WaS[independentlyofempiriCaldぬ]formed.

従って､名詞修飾要素について提案された主要部末尾フィルターは､単純形副

詞や(25)のような-1y副詞などの動詞修飾要素についても当てはまると考えら

れる｡5

3.裸名詞句副詞

Larsonが議論 した裸名詞句副詞の例はすでに見たが､この副 詞類はすべて

Cinqueの分類 した出来事に付随する副詞類に含まれるo従って､裸名詞句副詞

は､単純形副詞 と同様､主要部末尾フィルターの適用を受けると予想される｡

次の例を見よ｡
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(26)a.Harryvisitedhisunclelastweek.

b.Harry,lastweekvisitedhisuncle.

C.Lastweek,Harryvisitedhisuncle.

(27)a.JanetviSitedherauntthatmorning.

b.Janet,thatmorning,visitedheraunt.

C.Thatmorning,Janetvisitedheraunt,

上記の例文は､イギリス人の判断によるものである｡ (26b)､(27b)に見られる

ように､裸名詞句副詞が前位修飾の形をとっている｡しかしながら､これは往

3で示した Cinqueの特徴付けに反 しているOもう少し具体的にインフォーマ

ン トの判断を検討すると､(26a)､(27a)がこのままで特に問題がないのに対し､

(26b)､(27b)は､この文の後にandwashedhis瓜ercar‥.などのように情報をもっ

と加えないとしっくりこないという直観を述べた｡ このようにさらに情報が必

要であるという直観は､実は､(26C)､(27C)にも当てはまる｡とすると､考え

られるのは､文末の副詞が-定の条件下で文頭に移動され､その後､主語がさ

らに上の機能範噂-繰 り上げられたということである｡ この仮説が正しいとす

れば､(26b)､(27b)の副詞は文頭の位置にあり､動詞に対する前位修飾の位置

にないということになる｡ そうであれば､主要部末尾フィルターが依然として

成立していることになるO

今度は､前置詞句を用いた次の例を見てみよ｡

(28)a.JanetvisitedherauntlonaSundaymoming].

b.JanetEonaSandaymoming]visitedheraunt,

C.lOnaSundaymoming]Janetvisitedheraunt.

ここでも､一見､主要部が句の末尾にない前置詞句が動詞の前位修飾をしてい

るように見える｡ しかしながら､(28a)は､他の二つの例文とは異なる解釈を

もつ 6O (28a)のon a Stmday momingは特定(specific)の解釈をもつのに対し､

(28b)､(2Sc)のonaSundaymorningは ｢毎 日曜日の朝(everySundaymoming)｣と

-8-



いう習慣(habitual)の解釈をもつ o Cinqueの副詞類の階層では､習慣を表す副 詞

は対応する機能範噂の指定部に現れるo従って､(28b)､(28C)の前置詞句は､

出来事に付随する副詞類､すなわち､付加部として動詞の前位修飾をしている

わけではなく､(28a)の前置詞句とは種類が異なることになるO

このように見てくると､裸名詞句副詞も主要部末尾フィルターの適用を受け

ていると考えてよいと思われるO 従って､裸名詞句副詞は､単純形副詞に類比

した次の構造をもつと考える｡

(29) [AdvP[NN]]

4.おわりに

本稿では､副詞的に用いられる形容詞句と名詞句の分布上の特徴を明らかに

した上で､Williamsらの提案 した主要部末尾フィルターが形容詞類の修飾関係

を説明するだけでなく､副詞類の修飾関係も説明してくれると論じた｡その際

重要なことは､副詞類が機能範噂と厳密に一対-の対応関係を持つと主張した

Cinqueの枠組みを採用したことであったoそうすると､主要部末尾フィルター

が説明するのは､付加部 として修飾要素となるものであり､名詞修飾要素と共

に､単純形副詞と裸名詞句副詞を含む出来事に付随する副詞類がその守備範囲

に入ってくるということを見た｡
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注

本稿は､2002年 12月 19日の新潟大学言語研究会第 6回研究発表会で発表し

たものの一部を加筆訂正 したものである｡ 本稿に関わる部分に質問 ･意見を頂

いた本間伸輔氏､池田英喜氏および言語研究会の参加者に感謝申し上げる｡ま

た､本稿の例文について判断してくださった新潟大学外国人教師 Jolm Hessian

氏 (アメリカ人)とJenniferHolt氏 (イギリス人)にも感謝申し上げるO

1. (15a)と(15b)は意味が異なる場合がある｡ (15a)のように前に現れる quickly

は出来事を修飾する場合 と動詞の表す動作の過程を修飾する場合の二通 りの解

釈を持っのに対 して､(15も)のように後ろに現れる quicklyは動作の過程を修飾

する解釈 しか持たない｡具体的には､quicklyが出来事にかかる場合､例えば､

｢質問ありませんか｣ という問いかけの出来事があった後に ｢手を挙げるとい

う出来事｣が ｢素早く､間髪を入れずに｣起きたとい う解釈になる｡ 極端な場

合､手を挙げるとい う動作そのものはゆっくりであっても構わないことになる｡

これに対 して､quicklyが動作の過程にかかる場合は､手を挙げるとい う動作

が ｢速く｣行われたことを意味する｡

2. Cinqueの設定した機能範噂の階層 と対応する副詞の例は次の通 りである｡

(i)Cinque(1999.･106):The.universalhierarChyofclausalfunctionalprojections

伊anklyMoodspeechactlfortunatelyMoodevaluative[allegedlyMoodevidential

lprobablyModepistemic[onceT(Past)[thenT(Future)lperhapsMoodirrealis

lnecessarilyModnecessitylpossiblyModpossibility[usuallyAsphabitual

[againAsprepetitive(Ⅰ)【ojtenAsp&eque仙ive(Ⅰ)【intentionallyModvolitional

lquicklyAspcelerative(I)[alrea4VT(Anterior)lnolongerAspteminativelstillAspcontinuative

lalwED/SAspperfect(?)UustAspretrospectivelsoonAspproximativelbriejTyAspdurative

lcharacteristically(.?)AspgeneriC/ProgressivelalmostAspprospective

lcompletelyAspsgcompletive(Ⅰ)【tuttoAsppICo叩IetivelwellVoice

UaTL/earlyAspcelerative(II)[againAsprepetitive(Ⅱ)[oPenAspfrequentative(Ⅱ)

lcompletelyAspsgcompletive(Ⅱ)

3. Cinqueは､具体的には､場所､時間､様態､手段､随伴､理由､目的の副

詞をこの類に含めていて､注2で示した階層の下に生ずる副詞 となる｡これ ら
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の副詞は､次の特徴を持つと述べている｡

a. お互いに厳密に順序づけられていない｡

も. お互いの構造位置により､互いの作用域の中に入れる｡

C. (一部の様態の副詞を除き)典型的には､前置詞句か裸の名詞句の形で

現れる｡

d. 副詞句に認められる動詞句の前の位置に生ずることが出来ない｡

e. 他の副詞句が命題から命題-の写像を行 う演算子として機能するのに

対して､基底の出来事構造について叙述する修飾語として機能する0

4. 構造条件として､主語と述語がお互いに C統御あるいは m統御 しているこ

とが必要であるが､いずれの条件であっても連反してしまう｡

5. 本間伸輔氏の指摘で､形容詞に対する修飾要素も同様のことが言えるか検

討 してみたOイギリス人のインフォーマン トは次のような判断をしたO

(i) Maryisavailablelinkpendentlyofhercompany]Mondaymomings.

(ii) Maryis,[independentlyofhercompany],availableMondaymomings.

前位修飾が可能であるが､その際十分な休止(heavy pause)が必要ということで

あったO 従って､前位修飾の際は､普通の付加部として用いられているのとは

異なるようである｡これについては､今後の研究課題としたい｡

6. (28)の例文の判断もJermiferHolt氏であるo
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